
令和８年度鳥取県献血推進計画 

 
 
１ 計画の位置付け                                

本計画は安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（昭和31年法律第160号）
第10条第5項の規定に基づき、採血事業者による献血の受入れが円滑に実施されるよ
う、毎年度の都道府県における献血の推進に関する計画として定めるものである。 

  
 
 
 
２ 献血により確保すべき血液の目標量 
（１）献血種類別の献血目標              

献血種類 献血者数（人） 血液量(ﾘｯﾄﾙ) 

全血献血 
200mL献血   48   10 

400mL献血 13,919 5,568 

成分献血 
血小板成分献血  2,258  1,307 

血漿成分献血  4,778  2,739 

合 計 21,003 9,624 

                            
（２）二次医療圏毎及び血液センター別の献血種類別献血目標 

  
 圏域等 

令和2年10月 
国調昼間人口 
(20～64歳) 

令和８年度献血目標（人） 

成分献血 400mL献血 200mL献血 合 計 

東 部 113,776 － 3,012   0 3,012 

中 部 46,482 － 1,269   0 1,269 

西 部 113,833 － 3,111   0 3,111 

小 計 274,091 － 7,392    0 7,392 

血液ｾﾝﾀｰ － 7,036 6,527   48 13,611 

合 計 － 7,036 13,919   48 21,003 

 
（３）若年層年代別献血者数の目標  

令和８年度 
10代 

（16歳～19歳） 
20代 

（20歳～29歳） 
30代 

（30歳～39歳） 

目標（人） 1,088 3,550 4,850 

 
 
３ 目標量を確保するために実施する事項 
（１）献血に関する普及啓発活動 
    県（中部総合事務所倉吉保健所及び西部総合事務所米子保健所を含む。以下同

じ。）、鳥取市保健所、市町村及び採血事業者は、連携・協力して以下の活動を実
施する。 

  ア 広報活動の実施 
 献血に関する正しい知識の普及、献血への協力意識の高揚を図るため、ポスタ
ー、パンフレット等啓発資料を作成、配布する。 

  また、新聞、ラジオ、テレビ、ＳＮＳ広告等により、広く県民に対し献血思想
の普及啓発に努める。 

 イ 「愛の血液助け合い運動」「はたちの献血キャンペーン」等による啓発活動 
これらの運動期間を中心に、各種団体、報道機関の協力を得て、次のキャンペー

ン等を実施し、広く県民に献血への理解と協力を呼びかける。 



     （ア）７月：街頭献血キャンペーン、七夕献血キャンペーン 
     （イ）１月：はたちの献血キャンペーン 
     （ウ）２月：バレンタイン献血キャンペーン 
  ウ 各種イベント等を利用した啓発 

地域住民に対し、各種イベント、講習会等を有効に活用して400mL献血と成分
献血への理解と協力を呼びかけるとともに、検査目的での献血を行わないなど安
全な血液を確保するための協力を求める。 

    エ  若年層献血の推進 
     近年若者の献血者が減少していることに対し、献血者の底辺拡大を図るため、

次の献血への理解と協力を求める取組を実施する。 
（ア）  高校・大学等を対象にした街頭献血キャンペーン、研修会、及び高等学校等

への訪問・説明 
（イ）  献血啓発に係るイベントの開催、広報誌の発行、啓発資材の製作、令和７年

度に制作した啓発動画のデジタルサイネージでの放映、ＳＮＳ広告等の実施 
（ウ）  小・中学生やその親を対象に血液センターの親子見学会の開催及び高校生を

対象とした献血セミナーの実施（採血事業者が実施） 
  
（２）計画献血の実施 
  ア 県、鳥取市保健所及び市町村は、採血事業者と協議調整し、年間の配車計画に 

基づき、移動採血車による計画的な献血者の確保を図る。 
  イ 移動採血車（全血献血）による採血については、１台当たりの献血者が５０人

を下回ることのないよう努める。 
 
４ 献血推進組織等の育成に関する事項 
（１）二次医療圏毎の献血推進協議会等の運営 
   中部総合事務所倉吉保健所、西部総合事務所米子保健所及び鳥取市保健所は、地

域住民参加の血液確保対策を推進するため、管轄する圏域毎に献血推進協議会等を
開催し、地域における献血推進を図るとともに献血に関する普及啓発を行い献血事
業の推進を図る。 

 
（２）市町村献血推進協議会等 
   県は、市町村の献血推進協議会等の設置を推進し、地域の献血目標の達成、地 
  域、職場における組織的献血の推進及び献血思想の普及啓発の充実を図る。 
 
（３）献血者組織の育成 
   県、市町村及び採血事業者は、献血ボランティア団体の育成に努めるとともに、

各事業所等を訪問し、献血者の組織化及び充実強化、新規献血者の確保に努める。 
   また、採血事業者は、県及び市町村の協力を得て、複数回献血者の組織化及びこ

れらの者を対象としたサービスの向上を図る。 
 
５ その他献血の推進に関する事項 
（１）血液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応 
   県及び採血事業者は、赤血球製剤等の在庫水準を常時把握し、在庫が不足する場

合又は不足が予測される場合には、供給に支障を及ぼす危険性を勘案し、所要の措
置を講ずる。 

 
（２）災害時等における献血の確保等 
   県、鳥取市保健所、市町村及び採血事業者は、お互いに連携を図りながら災害時

等における献血の受入れ及び血液の安定供給が確保されるよう必要な措置を講ず
る。 

 
（３）「第６２回献血運動推進全国大会」の開催 

7月の「愛の血液助け合い運動」期間中に、「第62回献血運動推進全国大会」を鳥取
県で開催する。 

この大会において、献血について一人一人、特に若年層に理解と協力を求め、献血
運動の一層の推進を図るため、若年層の献血推進に加え、鳥取県らしさあふれる大会
とし、県内外の参加者へPRする。献血運動の推進に積極的に協力し、模範となる実績
を示した団体を表彰すること等により、献血運動の一層の推進を図る。 

また、大会に向けた献血推進の機運を高めるため、啓発イベントや街頭キャンペー
ンなど、積極的な広報活動を実施する。 


